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総合戦略の中に、筆文化をどのように織り込むのか。

　筆文化の魅力を発信するとともに、観光・交流の拠点の整
備を検討する。

【
Ｑ
１
】

　

熊
野
町
に
お
い
て
、
筆

文
化
は
一
つ
の
骨
格
を
な

す
も
の
で
あ
り
、
わ
が
町

の
大
き
な
財
産
、
宝
で
あ

る
。

　

今
年
度
中
に
策
定
す
る

総
合
戦
略
の
中
で
、
こ
の

筆
文
化
に
関
し
て
ど
の
よ

う
に
織
り
込
む
の
か
。

【
Ａ
１
】

　

本
町
固
有
の
大
変
重
要

な
地
域
資
源
で
あ
る
筆
文

化
を
教
育
、
福
祉
、
観
光

な
ど
の
様
々
な
面
に
生
か

し
た
特
色
の
あ
る
施
策
を

実
施
す
る
。

　

ま
た
、Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
の

制
作
や
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
場
を
有
効
活
用

す
る
等
、
国
内
外
の
方
に

広
く
熊
野
筆
及
び
熊
野
町

の
魅
力
を
発
信
す
る
取
り

組
み
や
、
筆
の
里
工
房
を

拠
点
と
す
る
観
光
・
交
流

の
場
の
整
備
を
検
討
す
る

等
、
筆
文
化
を
利
活
用
し

た
取
り
組
み
を
掲
げ
て
い

く
。

【
Ｑ
２
】

　

あ
ら
ゆ
る
ツ
ー
ル
を
利

用
し
て
、
筆
文
化
の
更
な

る
浸
透
を
図
る
べ
き
だ

が
、
特
に
筆
の
里
工
房
は

重
要
な
発
信
基
地
だ
と
考

え
る
。

　

こ
こ
を
拠
点
と
す
る
情

報
発
信
を
さ
ら
に
強
化
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

【
Ａ
２
】

　

今
後
、
知
名
度
を
有
し

て
き
た『
筆
』を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
、
情
報
発
信
に

更
に
努
め
、
策
定
中
の
総

合
計
画
や
総
合
戦
略
の
中

に
も
積
極
的
に
活
用
し
て

い
き
た
い
。
同
時
に
筆
文

化
の
発
信
に
よ
っ
て
選
択

定
住
の
優
位
性
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
。

　

筆
の
里
工
房
は
、
年
間

７
万
人
以
上
の
人
々
の
交

流
の
場
で
あ
る
が
、
今

後
、
ア
ク
セ
ス
の
向
上

や
、
市
街
地
と
の
一
体
感

な
ど
整
備
し
つ
つ
、
筆
の

里
工
房
の
拠
点
化
の
一
層

の
強
化
を
図
っ
て
い
く
よ

う
検
討
す
る
。

Q

A 〈三村町長〉
大瀬戸宏樹議員

町内の太陽光発電の現状と展望

　避難所の非常用電源を確保する観点で、太陽光発電設備を
設置している。

【
Ｑ
１
】

　

町
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
状
況
は
把
握
で
き
て
い

る
か
。

【
Ａ
１
】

　

小
規
模
の
発
電
設
備

は
、
固
定
資
産
税
の
償
却

資
産
と
み
な
さ
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
町
内
の
設
置
状

況
を
完
全
に
把
握
し
て
い

る
状
況
に
な
い
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

【
Ｑ
２
】

　

町
運
営
の
太
陽
光
発
電

設
置
状
況
と
今
後
の
計
画

は
。

【
Ａ
２
】

　

庁
舎
、
町
民
会
館
に
設

置
し
て
い
る
。
年
度
内
に

は
、
く
ま
の
・
み
ら
い
交

流
館
に
も
設
置
す
る
。

　

ま
た
、
屋
根
を
企
業
に

有
償
で
貸
し
出
し
た
施
設

は
、
小
学
校
３
校
、
図
書

館
、
中
央
及
び
東
部
地
域

健
康
セ
ン
タ
ー
の
６
施
設

で
、
災
害
時
に
は
非
常
電

源
と
し
て
町
が
無
償
で
使

用
で
き
る
協
約
を
結
ん
で

い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
に
対
す
る
規
制
は
あ
る

の
か
。

【
Ａ
３
】

　

太
陽
光
発
電
設
備
の
施

工
場
所
や
整
地
方
法
等
に

よ
る
が
、
農
地
法
、
森
林

法
、
宅
地
造
成
等
規
制

法
、
電
気
事
業
法
、
県
の

景
観
条
例
等
の
規
制
、
基

準
に
適
合
し
て
設
置
さ
れ

て
い
る
と
理
解
し
て
い

る
。＝＝

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

【
Ｑ
４
】

　

エ
コ
推
進
の
一
環
と
し

て
、照
明
の
L
E
D
化
は
、

公
有
施
設
で
は
ど
う
か
。

【
Ａ
４
】

　

大
規
模
改
造
等
の
機
会

を
み
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進

し
た
い
。

Q

A 〈三村町長・岩田総務部長〉
竹爪 憲吾議員

地方創生

　定住・交流人口の増加を図るような取り組みを掲げ、計画
的に事業実施していくことが必要である。

【
Ｑ
１
】

　

全
国
の
７
２
８
市
区
町

村
で
地
方
版
総
合
戦
略
を

作
成
し
て
い
る
が
、
本
町

の
進
捗
状
況
は
。

【
Ａ
１
】

　

現
在
、
後
期
基
本
計
画

と
一
体
的
に
総
合
戦
略
を

策
定
し
て
い
る
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

【
Ｑ
２
】

　

地
方
創
生
の
核
と
し

て
、
筆
の
里
工
房
周
辺
の

再
開
発
を
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
目
的
、
概
要

は
。

【
Ａ
２
】

　

本
町
の
交
流
拠
点
の
一

つ
で
あ
る
筆
の
里
工
房

は
、
単
独
施
設
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
来
館
者
の
滞
在

時
間
が
極
め
て
短
い
。

　

来
館
者
が
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
、
本
町
の
魅

力
を
十
分
に
体
験
い
た
だ

け
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
必

要
で
あ
り
、
筆
の
里
工
房

の
周
辺
整
備
は
、
そ
の
取

組
み
の
一
環
と
し
て
検
討

し
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
関

し
、
２
０
６
０
年
に
国
は

20
％
減
の
１
億
人
、
広
島

県
は
18
％
減
と
見
込
ん
で

い
る
が
、
本
町
は
ど
う

か
。

【
Ａ
３
】

　

国
立
社
会
保
障
人
口
問

題
研
究
所
は
、
２
０
４
０

年
に
１
万
７
，
６
０
０

人
、
２
０
６
０
年
に
１
万

３
千
人
と
推
計
し
て
い

る
。＝＝

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

【
Ｑ
４
】

　

地
方
創
生
関
連
の
上
乗

せ
交
付
金
と
は
。

【
Ａ
４
】

　

総
合
戦
略
に
基
づ
い
て

実
施
す
る
事
業
を
計
画

し
、
国
に
申
請
し
て
、
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の

で
、
ソ
フ
ト
事
業
が
中
心

で
、
町
で
は
１
千
万
円
が

上
限
と
さ
れ
て
い
る
。

Q

A 〈三村町長〉
民法 正則議員

人権への取り組み

第５次熊野町総合計画に沿って行っていく。

【
Ｑ
１
】

　

人
権
週
間
に
あ
た
り
、

基
本
的
人
権
の
再
確
認
を

し
た
い
。

　

憲
法
で
は
、「
人
権
は
、

先
人
の
試
練
に
堪
え
た
努

力
の
末
、
私
た
ち
に
信
託

さ
れ
た
も
の
。
侵
さ
れ
な

い
永
遠
の
権
利
と
し
て
不

断
の
努
力
で
保
持
し
、
行

政
は
公
共
の
福
祉
に
反
し

な
い
限
り
、
最
大
限
尊
重

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
あ
る
。

　

人
権
に
関
す
る
行
政
運

営
上
の
考
え
を
聞
く
。

【
Ａ
１
】

　

総
合
計
画
に
「
す
べ
て

の
人
が
自
分
ら
し
く
生
き

る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を

確
立
す
る
こ
と
」
を
施
策

目
標
に
掲
げ
、
人
権
が
守

ら
れ
、
尊
重
さ
れ
る
社

会
、
男
女
が
と
も
に
協
力

し
合
え
る
社
会
を
形
成
す

る
た
め
の
意
識
啓
発
に
努

め
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　

先
日
の
人
権
啓
発
講
座

に
参
加
し
た
。「
モ
ラ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
は
、
家

庭
に
限
ら
ず
地
域
で
も
起

こ
り
う
る
。
町
は
、
ど
の

よ
う
な
認
識
な
の
か
。

【
Ａ
２
】

　

地
域
の
特
徴
は
尊
重
し

つ
つ
も
、
人
権
の
重
大
さ

を
念
頭
に
お
き
、
指
導
・

支
援
し
て
い
く
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

【
Ｑ
３
】

　

選
挙
へ
の
投
票
権
も
大

切
な
人
権
の
一
つ
で
あ

る
。

　

18
歳
以
上
の
町
民
は
投

票
権
を
有
し
た
。
公
共
の

福
祉
に
資
す
る
責
任
を
ど

の
よ
う
に
涵
養
す
る
の

か
。

【
Ａ
３
】

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
い
て
、
中
学
校
の
生
徒

会
選
挙
や
成
人
式
に
お
け

る
模
擬
投
票
の
支
援
・
協

力
、
広
報
紙
に
よ
る
啓
発

等
に
つ
い
て
実
施
可
能
な

も
の
か
ら
順
次
着
手
が
な

さ
れ
て
い
る
。

Q

A 〈三村町長・岩田総務部長・民法教育部長〉
荒瀧 穂積議員


